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明るく、楽しい鬼石北小の図書館 １月２６日（金） 

鬼石北小学校では、学校図書館ボランティアの方が、図書館を定

期的に季節に合わせた飾り付けをし、子どもの読書環境を整えて

くださいます。毎回楽しみにしているデコレートです。図書館の雰

囲気が明るく、楽しいものになり、つい図書館へ行って本を読みた

くなります。ボランティアのみなさん、ありがとうございます。 

鬼石連携型小中一貫校（鬼石中・鬼石北小・鬼石小） 

コミュニティ・スクール通信 

   第６号 令和６年２月１４日 広報部 

三波川のおにっチ「かわっチ」 

さくらっチ さくらっチが、１月２５日（木）に鬼石北小学校で行われた第６回学校運営協議会に

ついてレポートするっチ。「評価部」「地域連携部」「広報部」からの報告のうち、最も

時間を割いたのが「評価部」からの「アクションプランアンケート」の結果報告だっ

チ。報告を受け、その後の熟議でもじっくりと話し合いが行われたっチ。 

＜評価部＞＊令和 5 年度アクションプランアンケートの結果 

 12 月に実施したアクションプランアンケートの

結果を報告した。「あいさつ」の項目は、児童生徒・

保護者・地域ともに「できている」という回答の割

合が高かったが、「地域への貢献」の項目では、や

や低い結果となった。これらの結果を基に来年度

のアクションプランを考えていく。 

＜地域連携部＞＊おにしわくわくネットワーク 

 英語検定補助（鬼中）、図書室整備（北小）、

ミシン作業補助（鬼小）など、様々なボランテ

ィアが行われている。新規加入のボランティア

の方もいる。どんなボランティアを募集してい

るか、どのように参加すればよいかなどを更に

地域に発信し、ボランティアを募っていく。 

＜広報部＞＊コミュニティ・スクール通信 

 コミュニティ・スクール通信を各区の掲

示板や店舗などに掲示してもらっている

が、その場所を更に増やしたい。また、通

信への興味・関心をもっていただけるよ

う、新企画として「地域でボランティアに

取り組む人物紹介」のコーナーを作る。 

委員による熟議の様子 

 

いつも楽しみにしている飾り付け 



鬼石小５年生「うまく縫えた！」 

ミシンボランティアによる学習支援 ２月６日（火） 

２月６日（火）にわくわくネットワークの学習支援として、

ミシンボランティアの方に鬼石小へ来ていただき、５年生のエ

プロン製作のサポートをお願いしました。ボランティアの方が

手厚く支援してくださったので、５年生になって初めてミシン

の操作をする児童も安心して取り組むことができました。「上手に縫えた！」「曲がらないでできた」な

どとあちこちでうまく縫うことができた児童の喜びの声が聞こえました。ボランティアの方が作業中、

常に優しく声をかけてくださったので、笑顔があふれ、楽しいミシン実習となりました。ボランティア

のみなさん、ご協力ありがとうございました。 

鬼石中２年生「立志ウォーク」で桜山へ １月１２日（金） 

｢立志ウォーク｣は、元服にちなんで、数え歳の１５歳である

２年生が志を立てる機会とする行事です。この行事を通して、

「将来のなりたい自分像について考える」「体力・精神力を育

む」「郷土への感謝の気持ちを持つ」ことを目的としています。

学校から桜山公園までの往復１５ｋｍの道のりを、仲間と一緒

に歩きました。ＰＴＡの皆さんが、同行してくださったり、沿

道で応援してくださったりして、無事に全員が歩ききりまし

た。桜山公園では、鬼石支所にぎわい観光課の皆さんの指導を受けながら、ＰＴＡの役員や保護者の皆

さんも一緒に、冬桜の苗を植樹しました。｢立志ウォーク｣を通して、生徒は、自立への大きな一歩を踏

み出したと共に、地域に支えられていることへの感謝と貢献の気持ちをもつことができました。ご協力

ありがとうございました。 

ＣＳ通信の新企画です。鬼石地区でボランテ

ィアとして活躍する人を紹介する「ボランティ

アさんいらっしゃい」は、今回が栄えある第１

回目となります。右の写真に注目してくださ

い。「この人見たことある！」と思う方がたくさ

んいらっしゃると思います。仲町に住む山口高

信さんです！山口さんは、コミュニティ・スクールを推進している

学校運営協議会の委員です。介護タクシーの仕事をしながら、小中学生の登下校の見守り、民生

委員、エクササイズのボクワ、脳トレ麻雀…まだまだその他の活動もしており、どのように日々

のスケジュール管理をしているのか不思議なくらいです。地域のお子さんからお年寄りまでが、

安心安全に暮らせるようサポーターとして第一線で活動されています。町で見かけたらぜひ声

をかけてみて下さい！持ち前の大きい声で、喜んで答えてくれると思います。 

ボランティ

アさん 

いらっしゃ

い！ 

「いいよ、その調子！」温かいボランティアの声 

桜山を目指す鬼中２年生 

スーパーボランティア山口高信さん 


